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　日本薬学会の2021 ～22年度の会頭に佐々

木茂貴氏（長崎国際大学薬学部教授）が就任

する。薬学領域においても大学院博士課程へ

の進学者が減少する中、今後の薬学領域の教

育や研究を支える人材の育成は薬学会の重要

な役割と捉え、薬学関連学会や薬学教育に関

わる団体と協力して解決策を協議する場を設

置したい考えだ。国際化の推進や研究力の向

上も課題となる。新会頭としてどのような方

針で事業を進めるのか、佐々木氏に聞いた。

博士課程進学者減少を懸念

佐
々
木 

茂
貴
氏
に
聞
く

日
本
薬
学
会
次
期
会
頭

　

―
―
研
究
者
の
減
少
は
頭

の
痛
い
問
題
だ
。

　

大
学
院
博
士
課
程
へ
の
進

学
者
が
少
な
く
、
薬
学
の
教

育
や
研
究
体
制
の
維
持
が
危

機
に
瀕
し
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
度
の
薬
学
教

育
６
年
制
課
程
に
基
礎
を
置

く
大
学
院
博
士
課
程
進
学
者

は
２
３
１
人
で
、
そ
の
内
訳

は
国
公
立
大
学
55
人
、
私
立

大
学
１
７
６
人
と
な
っ
て
い

る
。
４
年
制
課
程
に
基
礎
を

置
く
博
士
課
程
進
学
者
は
２

６
５
人
で
、
そ
の
内
訳
は
国

公
立
大
学
２
１
２
人
、
私
立

大
学
53
人
と
な
っ
て
い
る
。

博
士
課
程
の
学
生
は
将
来
の

教
育
と
研
究
を
担
う
人
材
と

し
て
重
要
だ
が
、
今
年
度
の

博
士
課
程
へ
の
進
学
者
は
合

わ
せ
て
約
５
０
０
人
し
か
存

在
せ
ず
、
薬
系
大
学
の
入
学

定
員
約
１
万
１
５
０
０
人
に

比
べ
る
と
、
極
め
て
少
数
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

母
数
が
少
な
い
上
、
博
士

課
程
修
了
者
の
う
ち
試
験
・

研
究
機
関
・
大
学
に
就
職
す

る
の
は
３
割
程
度

で
あ
り
、
大
学
の

教
育
研
究
の
担
い

手
と
し
て
期
待
で

き
る
人
数
は
さ
ら

に
少
な
い
。
こ
の

こ
と
は
将
来
に
わ

た
っ
て
薬
学
の
教

育
や
研
究
体
制
を

維
持
す
る
こ
と
す

ら
困
難
に
な
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
は
薬

学
教
育
６
年
制
課

程
、
４
年
制
課
程
に
関
わ
ら

ず
、
緊
急
に
解
決
す
べ
き
非

常
に
重
要
な
課
題
だ
。
薬
学

分
野
の
教
育
と
研
究
の
存
続

に
も
関
わ
る
。
将
来
に
渡
っ

て
薬
学
の
教
育
や
研
究
を
支

財
政
安
定
化
に
向
け
経
費
削
減

オ
ー
ル
薬
学
で
研
究
力
向
上
を

　

―
―
財
政
の
安
定
化
も
課

題
だ
。

　

薬
学
会
は
東
京
都
渋
谷
区

に
８
階
建
て
の
ビ
ル
、
長
井

記
念
館
を
所
有
し
て
い
る
。

30
年
後
の
ビ
ル
建
て
替
え
に

向
け
て
、
今
か
ら
資
金
の
確

保
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
て
開
始
し
た

会
議
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
定

着
さ
せ
る
な
ど
、
経
費
の
削

減
を
進
め
た
い
。

　

支
出
額
が
大
き
い
の
は
、

毎
月
発
行
し
て
い
る
機
関
誌

「
フ
ァ
ル
マ
シ
ア
」
の
費
用

だ
。
印
刷
や
郵
送
に
要
す
る

費
用
が
大
き
い
。
オ
ン
ラ
イ

ン
化
す
る
と
出
費
を
抑
え
ら

れ
る
。
実
現
に
向
け
て
委
員

会
で
具
体
的
な
検
討
を
開
始

し
て
い
る
。
検
討
結
果
を
踏

ま
え
て
今
後
、
理
事
会
で
１

年
以
内
に
是
非
を
判
断
す
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

長
井
記
念
薬
学
研
究
奨
励

金
事
業
の
支
出
も
大
き
い
。

薬
学
会
は
、
大
学
院
博
士
課

程
へ
の
進
学
者
に
月
額
５
万

円
の
研
究
奨
励
金
を
貸
与

し
、
博
士
号
を
取
得
し
た
場

合
に
は
返
還
を
免
除
す
る
制

度
を
設
け
、
進
学
を
後
押
し

し
て
き
た
。
同
事
業
は
、
創

薬
と
育
薬
の
両
面
の
発
展
に

向
け
た
多
様
性
の
あ
る
薬
剤

師
の
輩
出
と
薬
学
研
究
の
幅

広
い
活
性
化
を
目
的
に
、
研

究
を
続
け
る
意
欲
の
あ
る
人

　

―
―
研
究
力
向
上
の
方
策

は
。

　

近
年
、
日
本
の
研
究
力
の

低
下
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
既
存
の
取
り
組
み
に
加

え
て
何
ら
か
の
新
し
い
活
動

が
必
要
だ
。
世
界
で
は
様
々

な
領
域
の
研
究
者
が
一
緒

に
な
っ
て
研
究
に
取
り
組

み
、
新
た
な
価
値
観
を
作
り

上
げ
て
い
る
。
日
本
で
も
、

国
際
的
に
競
争
力
が
あ
る
薬

学
研
究
に
は
、
様
々
な
分
野

の
融
合
や
調
和
が
必
要
に
な

る
。

　

技
術
革
新
は
幅
広
い
分
野

で
同
時
に
進
ん
で
お
り
、
各

薬
学
部
の
単
独
の
研
究
室
で

は
十
分
に
対
応
し
き
れ
な

い
。
薬
学
会
理
事
の
新
井
洋

由
先
生
は
、
機
関
誌
「
フ
ァ

ル
マ
シ
ア
」
２
０
２
０
年
12

月
号
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
で
、
全

て
の
薬
学
教
員
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
つ
な
が
り
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
サ
ブ
テ
ー
マ
を

持
っ
て
オ
ー
ル
薬
学
体
制
で

研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
だ
と
提
案
し
た
。
ま
さ
に

そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

　

現
在
で
も
研
究
者
は
個
々

に
連
携
し
て
い
る
が
、
オ
ー

ル
薬
学
体
制
で
組
織
的
に
各

分
野
が
連
携
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
作
り
た
い
。
薬
学

会
に
は
基
礎
か
ら
臨
床
ま
で

幅
広
い
研
究
者
が
参
加
し
て

お
り
、
会
員
の
活
動
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
で
き
れ
ば
革
新

的
な
研
究
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
合

わ
せ
て
、基
礎
か
ら
臨
床
へ
、

臨
床
か
ら
基
礎
へ
と
循
環
す

る
幅
広
い
教
育
、
研
究
体
制

を
構
築
し
た
い
。

　

博
士
課
程
の
大
学
院
生
へ

の
教
育
も
大
学
が
連
携
し
て

行
え
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
う
。
各
大
学
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
に
秀
で

た
研
究
者
が
い
る
の
で
、
教

育
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た

い
。
実
現
に
当
た
っ
て
は
単

位
互
換
や
大
学
経
営
上
の
問

題
が
存
在
す
る
が
、
仕
組
み

を
構
築
で
き
れ
ば
全
国
規
模

の
大
学
院
講
義
や
グ
ル
ー
プ

会
で
あ
る
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２
０

２
１
は
東
京
で
開
か
れ
る
予

定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
残
念
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
に
な
っ
た
。
Ｆ
Ｉ
Ｐ
の

サ
イ
エ
ン
ス
部
門
の
国
際
学

会
で
あ
る
Ｐ
Ｓ
Ｗ
Ｃ
は
、
23

年
の
日
本
開
催
の
招
致
に
成

功
し
た
。

　

薬
学
会
は
「
ケ
ミ
カ
ル
・

ア
ン
ド
・
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー

テ
ィ
カ
ル
・
ブ
レ
テ
ィ
ン
」

（
Ｃ
Ｐ
Ｂ
）、「
バ
イ
オ
ロ
ジ

カ
ル
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ー
マ

シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
・
ブ
レ

テ
ィ
ン
」（
Ｂ
Ｐ
Ｂ
）、「
Ｂ

Ｐ
Ｂ
レ
ポ
ー
ト
」
の
英
文
学

術
誌
３
誌
を
発
行
し
て
お

り
、
国
際
競
争
力
や
イ
ン
パ

ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
、

Ｃ
Ｐ
Ｂ
や
Ｂ
Ｐ
Ｂ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
実
現
す
れ
ば
、
認
知

度
や
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
る
。

　

―
―
薬
学
会
の
運
営
上
の

課
題
や
そ
の
解
決
策
は
。

　

運
営
上
の
課
題
は
大
き
く

分
け
て
二
つ
あ
る
。
会
員
数

の
減
少
と
財
政
問
題
だ
。

　

会
員
減
に
つ
い
て
は
、
会

員
の
う
ち
特
に
30
～
40
代
の

会
員
減
少
が
大
き
い
。
こ
れ

は
製
薬
や
化
学
関
連
企
業
の

国
内
研
究
所
の
閉
鎖
に
伴
う

社
会
構
造
の
変
化
に
よ
る
も

の
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

少
し
で
も
会
員
を
増
や
せ

な
い
か
と
考
え
、
海
外
会
員

制
度
を
設
け
て
い
る
。
海
外

の
方
に
活
動
を
よ
く
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
、
薬
学
会
や

各
部
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

英
語
化
を
進
め
て
い
る
。
毎

年
３
月
に
開
く
年
会
で
も
、

英
語
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
充
実
に

向
け
組
織
委
員
会
と
共
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

薬
剤
師
の
会
員
も
増
や
し

た
い
。
支
部
に
よ
っ
て
は
、

薬
剤
師
会
や
病
院
薬
剤
師
会

と
合
同
で
学
術
大
会
を
開
催

し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
こ

う
し
た
交
流
を
活
発
化
し
、

よ
り
多
く
の
薬
剤
師
に
薬
学

会
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
方
策
を
考
え
た
い
。

を
支
援
し
た
い
と
し
て
開
始

し
た
も
の
で
、
今
後
も
続
け

た
い
。

　

一
方
、
そ
の
後
の
追
跡
調

査
に
よ
っ
て
、
研
究
奨
励
金

を
得
て
博
士
号
を
取
得
し
た

多
く
の
人
が
研
究
活
動
か
ら

離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

や
、
薬
学
会
を
退
会
し
て
い

る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
理
事
会
で
、

奨
励
金
貸
与
者
の
条
件
見
直

し
な
ど
を
話
し
合
っ
た
上

で
、
今
年
夏
頃
に
示
す
22
年

度
の
募
集
要
項
に
結
果
を
反

映
さ
せ
た
い
。

討
論
が
可
能
に
な
り
、
異
分

野
交
流
を
促
進
で
き
る
。

　

―
―
国
際
化
の
取
り
組
み

は
。

　

薬
学
会
は
国
際
交
流
事
業

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
現
在

の
高
倉
会
頭
時
代
に
国
際
交

流
委
員
会
を
整
備
し
、
世
界

薬
学
連
合
（
Ｆ
Ｉ
Ｐ
）
や
ア

ジ
ア
医
薬
化
学
連
合
（
Ａ
Ｆ

Ｍ
Ｃ
）、
日
韓
、
日
独
な
ど

と
の
２
国
間
交
流
事
業
に
取

り
組
む
仕
組
み
を
整
理
し

た
。
昨
年
か
ら
は
新
た
に
カ

ナ
ダ
薬
学
会
と
の
２
国
間
交

流
が
始
ま
り
、
今
年
６
月
に

最
初
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
す
る
た
め
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　

Ａ
Ｆ
Ｍ
Ｃ
主
催
の
国
際
学

え
る
人
材
の
育
成
は
、
薬
学

会
の
重
要
な
役
割
だ
。今
後
、

薬
学
関
連
学
会
や
薬
学
教
育

に
関
わ
る
団
体
と
危
機
感
を

共
有
し
、
一
緒
に
な
っ
て
解

決
策
を
協
議
す
る
場
を
設
置

し
た
い
。

人材育成も薬学会の役割


